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西
宮
市
平
和
・
無
防
備
都
市
条
例

制
定
の
直
接
請
求
に
つ
い
て

慎
重
な
審
議
の
結
果
否
決
さ
れ
ま
し
た

病
気
と
医
療
を
考
え
る

「
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス

セ
ミ
ナ
ー
」開
催

心心ととききめめくく作作品品ととのの出出会会いい

２００５イタリア・ボローニャ
国際絵本原画展

８月２４・２６日に勤労会館で

人権を考える
市民のつどい

「大学交流祭」に
参加しませんか

市民と大学生とがふれあう

７
月
４
日
、
市
民
団
体
「
西

宮
市
に
平
和
・
無
防
備
条
例
を

実
現
す
る
会
」
な
ど
か
ら
、
地

方
自
治
法
第
７４
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
１
万
８
０
５
１

人
の
連
署
を
も
っ
て
西
宮
市
平

和
・
無
防
備
都
市
条
例
制
定
の

請
求
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
市
は
７
月
６

日
、
市
長
の
意
見
を
附
し
、
市

議
会
に
条
例
案
を
付
議
し
ま
し

た
。
同
日
市
議
会
本
会
議
で
市

長
の
意
見
陳
述
、
１１
日
に
本
会

議
で
条
例
制
定
請
求
者
の
意
見

陳
述
が
行
わ
れ
た
後
、
１２
日
の

総
務
常
任
委
員
会
、
１３
日
の
本

会
議
で
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

請
求
者
か
ら
の
請
求
要
旨
、

市
長
の
意
見
の
要
旨
は
次
の
と

お
り
で
す
。

条
例
制
定
請
求
者
か
ら
の

請
求
要
旨

西
宮
市
は
１
９
８
３
年
に
兵

庫
県
内
で
い
ち
早
く
「
平
和
非

核
都
市
」
を
宣
言
し
ま
し
た
。

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
文
教
住
宅
都
市
」
と
言
わ
れ

て
い
る
の
は
、
市
と
市
民
が
、

住
み
よ
い
安
全
な
街
（
ま
ち
）

に
す
る
た
め
の
努
力
を
重
ね
て

き
た
か
ら
で
す
。「
平
和
・
無

防
備
都
市
条
例
」
は
そ
れ
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
る
積
極
的
な
条

例
で
す
。

現
在
、
米
英
軍
等
に
よ
る
イ

ラ
ク
な
ど
へ
の
攻
撃
と
占
領
に

よ
っ
て
、
多
く
の
市
民
や
子
ど

も
た
ち
が
命
を
落
と
し
、
生
活

を
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
悲
惨
な

現
実
が
起
き
て
い
ま
す
。
イ
ラ

ク
か
ら
の
軍
隊
撤
退
を
決
め
た

国
は
派
兵
国
の
約
半
数
に
上
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日

本
政
府
は
、
イ
ラ
ク
攻
撃
・
占

領
を
支
持
し
、
自
衛
隊
を
多
国

籍
軍
（
占
領
軍
）
に
参
加
さ
せ

続
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
有

事
関
連
７
法
・
国
民
保
護
法
が
、

「
国
民
を
戦
争
に
協
力
・
参
加

さ
せ
る
」
法
律
と
し
て
施
行
さ

れ
、
日
本
は
「
戦
争
を
し
な
い

国
」
か
ら
「
戦
争
に
参
加
す
る

国
」
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、「
平
和
の
事
は

（
命
の
事
）
は
政
府
に
任
せ
る

の
で
は
な
く
、
市
民
ひ
と
り
一

人
が
つ
く
る
も
の
だ
」
と
考
え

て
い
ま
す
。
市
民
の
安
全
を
守

る
た
め
に
軍
事
力
（
軍
隊
）
は

い
り
ま
せ
ん
。
沖
縄
戦
を
は
じ

め
、
多
く
の
場
合
、
軍
隊
は
一

般
住
民
を
守
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
第
１
追

加
議
定
書
第
５９
条
を
根
拠
と
す

る
「
無
防
備
地
区
」
の
宣
言
を

地
方
自
治
体
が
行
え
ば
、
攻
撃

し
て
は
い
け
な
い
地
域
と
し
て

国
際
的
に
効
力
を
有
し
ま
す
。

そ
れ
は
、
憲
法
９
条
の
理
念
を

積
極
的
に
地
方
自
治
体
で
実
践

し
、
平
和
の
た
め
に
不
断
の
努

力
を
行
う
と
い
う
証
で
あ
り
、

市
民
が
２
度
と
戦
争
の
加
害
者

に
も
被
害
者
に
も
な
ら
な
い
た

め
の
も
の
で
す
。

市
制
８０
年
、
被
爆
６０
年
の
今

年
、
憲
法
と
国
際
人
道
法
に
基

づ
い
た
実
効
性
の
あ
る
「
平
和

無
防
備
都
市
条
例
」
の
制
定
を

強
く
望
み
ま
す
。

（
請
求
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
請

求
の
要
旨
を
そ
の
ま
ま
引
用
）

同
条
例
案
に
つ
い
て
の

市
長
の
意
見
の
要
旨

本
市
は
、「
平
和
非
核
都
市

宣
言
」
を
行
い
、
核
兵
器
の
廃

絶
と
と
も
に
、
平
和
を
愛
す
る

社
会
を
築
く
こ
と
に
つ
い
て
、

本
市
の
姿
勢
や
考
え
方
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
理
念
に
基
づ
き
、
原
水
爆
禁

止
西
宮
市
協
議
会
と
連
携
し
て

原
爆
展
の
開
催
や
街
頭
啓
発
、

核
実
験
国
へ
の
抗
議
な
ど
を
行

う
と
と
も
に
、
戦
争
の
悲
惨
さ

や
平
和
の
尊
さ
を
学
ぶ
場
と
し

て
、
平
成
１４
年
１２
月
に
平
和
資

料
館
を
開
設
し
た
ほ
か
、
様
々

な
平
和
施
策
、
平
和
教
育
な
ど

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
あ
ら
た
め
て
条
例
化
の
必

要
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
条
例
案
の
中
心
と
な

る
無
防
備
地
域
宣
言
は
、
敵
対

す
る
紛
争
当
事
国
に
よ
る
占
領

か
ら
開
放
さ
れ
、
特
別
な
保
護

を
受
け
る
地
域
と
し
て
宣
言
す

る
も
の
で
す
。
国
の
見
解
に
よ

り
ま
す
と
、
当
該
宣
言
は
防
衛

に
責
任
を
有
す
る
、
国
が
行
う

べ
き
も
の
で
あ
り
、
地
方
公
共

団
体
が
行
う
こ
と
は
で
き
な
い

と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
た
と
え

本
市
が
宣
言
し
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
第

１
追
加
議
定
書
に
お
い
て
規
定

さ
れ
て
い
る
宣
言
に
は
当
た
ら

ず
、
実
質
的
な
効
力
を
有
し
な

い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
方
自
治
法
に
よ
り

地
方
公
共
団
体
は
、
法
令
に
違

反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
そ

の
権
限
に
属
す
る
事
務
に
関
し

て
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
本
条
例
案
に
は
、
防
衛
に

関
す
る
こ
と
な
ど
、
本
市
の
権

限
を
越
え
た
も
の
や
本
市
の
事

務
に
属
さ
な
い
も
の
も
多
く
含

ま
れ
、
こ
の
よ
う
な
条
例
を
制

定
す
る
こ
と
は
地
方
自
治
法
に

抵
触
す
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
条
例

案
は
、
必
要
性
及
び
有
効
性
は

認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
地
方
自
治

法
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
条
例
制
定
に
は
無
理
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
１

万
８
０
５
１
人
の
署
名
に
よ
る

条
例
制
定
の
直
接
請
求
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
際
平
和
を
願
う

多
く
の
市
民
の
熱
い
思
い
と
し

て
、
十
分
理
解
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
市
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
今
後
と
も
恒
久
平

和
の
実
現
に
向
け
、
「
平
和
非

核
都
市
宣
言
」
に
基
づ
き
、
市

民
一
人
ひ
と
り
に
平
和
へ
の
願

い
と
そ
の
尊
さ
を
訴
え
、
広
く

人
々
に
平
和
を
希
求
す
る
心
が

は
ぐ
く
ま
れ
る
よ
う
、
様
々
な

施
策
・
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

採
決
結
果

賛
成
少
数
で
否
決

総
務
常
任
委
員
会
（
１２
日
）

で
は
修
正
案
が
提
案
さ
れ
た
た

め
、
修
正
案
に
対
す
る
採
決
と

本
案
の
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
案
も
賛
成
少
数
で
否

決
と
な
り
ま
し
た
。

本
会
議
（
１３
日
）
で
は
討
論

が
行
わ
れ
た
後
、
本
案
に
つ
い

て
の
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成
少

数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
は
安
全
・
安
心
対
策

グ
ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・

３
３
９
５
）
へ
。

９
月
か
ら
１１
月
に
か
け
「
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
セ
ミ
ナ

ー
は
８
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
毎
回

講
師（
武
庫
川
女
子
大
学
教
授
・

吉
田
雄
三
さ
ん
ほ
か
）
が
変
わ

り
ま
す
。

今
年
の
総
合
テ
ー
マ
は
「
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
か
ら
病
気
と

医
療
を
考
え
る
」
で
す
。

【
日
程
・
会
場
・
テ
ー
マ
】

い
ず
れ
も
午
後
６
時
半
か
ら
夙

川
公
民
館
で
▽
９
月
３０
日
…
癌

の
遺
伝
子
▽
１０
月
７
日
…
ヒ
ト

と
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
▽
１０
月

１４
日
…
高
血
圧
最
近
の
話
題
〜

遺
伝
子
か
ら
治
療
ま
で
▽
１０
月

２１
日
…
肥
満
の
サ
イ
エ
ン
ス
▽

１０
月
２８
日
…
遺
伝
子
か
ら
見
た

高
脂
血
症
と
老
化
▽
１１
月
４
日

…
現
代
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

と
糖
尿
病
〜
サ
イ
エ
ン
ス
で
明

か
す
そ
の
因
果
関
係
▽
１１
月
１１

日
…
個
別
化
医
療
（
テ
ー
ラ
ー

メ
イ
ド
医
療
）
▽
１１
月
１８
日
…

遺
伝
子
情
報
を
基
に
し
た
薬
の

個
別
化
適
正
使
用

【
参
加
費
】
３
０
０
０
円

【
定
員
】
１
５
０
人

【
申
込
】
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
た
ハ

ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
も
し
く
は
電

話
で
、
９
月
２０
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
総
合
教
育
セ
ン
タ

ー
（
〒
６
６
２
―
０
８
４
３
神

祇
官
町
２
―
６
�
０
７
９
８
・

６
７
・
６
８
５
５
Ｅ
メ
ー
ル
ア

ド
レ
スvo_k_

jigyo@
nis

hi.or.jp

）
へ
。
多
数
の
場
合

抽
選

「
２
０
０
５
イ
タ
リ
ア
・
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
」

が
、
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
人
１６

人
を
含
む
１６
カ
国
８４
作
家
の
入

選
作
品
約
４
０
０
点
を
展
示
し

ま
す
。
原
画
の
も
つ
微
妙
な
表

現
と
輝
き
を
感
じ
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
特
別
陳
列
と
し
て
、
昨

年
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
を
受
賞
し

た
、
オ
ラ
ン
ダ
の
マ
ッ
ク
ス
・

ベ
ル
ジ
ュ
イ
ス
さ
ん
（
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
）
の
作
品
を
約
２０

点
展
示
し
ま
す
。

★
開
催
期
間

８
月
２０
日
〜

９
月
２５
日
の
午
前
１０
時
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
４
時
半
）。
水

曜
休
館

★
入
館
料
一
般
８
０
０
円
、

高
校
・
大
学
生
６
０
０
円
、
小
・

中
学
生
４
０
０
円
。
前
売
り
各

２
０
０
円
引
き

★
問
合
せ
先

西
宮
市
大
谷

記
念
美
術
館
（
０
７
９
８
・
３

３
・
０
１
６
４
）

※
一
時
保
育
あ
り
。
日
時
は

８
月
２２
・
２９
日
、
９
月
５
・
１２
・

１６
日
の
午
前
１０
時
半
〜
正
午
、

午
後
１
時
半
〜
３
時
。
対
象
は

６
カ
月
〜
３
歳
。
無
料
（
た
だ

し
要
入
館
料
）。
申
込
は
電
話

で
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
へ

８
月
は
「
人
権
文
化
を
す
す

め
る
県
民
運
動
」
の
推
進
強
調

月
間
で
す
。
市
は
、
８
月
２４
・

２６
日
に
勤
労
会
館
で
、「
市
制

８０
周
年
記
念
〜
人
権
を
考
え
る

市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま

す
。
人
権
に
つ
い
て
の
講
演
を

聞
き
、
共
に
生
き
る
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
入
場

無
料
で
申
込
も
不
要
で
す
。

問
合
せ
は
啓
発
推
進
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
３
２
０
）

へ
。
内
容
は
次
の
と
お
り
。

《
８
月
２４
日
》

午
後
１
時
半
か
ら
。
テ
ー
マ

は
「�
優
し
さ
�
と
い
う
ビ
タ

ミ
ン
愛
〜
あ
ー
よ
か
っ
た
な

あ
な
た
が
い
て
」。
講
師
は
人

権
教
育
実
践
者
・
仲
島
正
教
さ

ん
《
８
月
２６
日
》

午
後
１
時
半
か
ら
。
テ
ー
マ

は
「
思
い
や
り
の
心
」。
講
師

は
関
西
テ
レ
ビ
専
属
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
・
桑
原
征
平
さ
ん

※
手

話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り

市
民
と
大
学
生
と
の
交
流

を
深
め
る
「
西
宮
市
大
学
交

流
祭
」
が
、
９
月
２７
日
か
ら

１０
月
２
日
ま
で
西
宮
市
大
学

交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
同
祭
実
行
委
員

会
は
、
最
終
日
の
１０
月
２
日

に
同
祭
に
参
加
す
る
市
民
グ
ル

ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
は
８
月
２３
日
ま
で
。
申

込
方
法
な
ど
問
合
せ
は
西
宮
市

大
学
交
流
セ
ン
タ
ー
（
０
７
９

８
・
６
９
・
３
１
５
５
）
へ
。

募
集
内
容
は
次
の
と
お
り
。

〈
ス
テ
ー
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム

出
演
グ
ル
ー
プ
〉

★
発
表
時
間

２０
分
ま
で

★
募
集
グ
ル
ー
プ
数

１
グ

ル
ー
プ
。
申
込
多
数
の
場
合
選

考
あ
り

〈
模
擬
店
・
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
出
展
グ
ル
ー
プ
〉

★
出
展
時
間

正
午
〜
午
後

６
時
の
予
定

★
募
集
グ
ル
ー
プ
数

１
グ

ル
ー
プ
。
審
査
・
選
考
あ
り

◆
市
か
ら

浜
甲
子
園
地
区

地
区
計
画
原
案
を
公
開

市
は
、
浜
甲
子
園
地
区
の
地

区
計
画
原
案
を
、
手
続
き
条
例

に
基
づ
き
、
８
月
１１
日
か
ら
２５

日
ま
で
公
開
。
執
務
時
間
中
に

都
市
計
画
部
（
市
役
所
南
館
３

階
）
で
縦
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、

同
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.nishi.or.jp/hom

epage/
keikaku/

）で
も
公
開
し
ま
す
。

区
域
内
の
土
地
に
関
す
る
所

有
権
そ
の
他
の
権
利
を
も
っ
て

い
る
人
で
、
こ
の
案
に
意
見
の

あ
る
人
は
、
公
開
期
間
中
、
市

長
あ
て
に
意
見
書
を
提
出
で
き

ま
す
。
問
合
せ
は
都
市
政
策
グ

ル
ー
プ
（
０
７
９
８
・
３
５
・

３
５
２
６
）
へ
。

◆
官
公
署
か
ら

西
宮
社
会
保
険
事
務
所

年
金
相
談

西
宮
社
会
保
険
事
務
所
は
、

「
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
相

談
・
集
合
徴
収
」
を
実
施
し
ま

す
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
１０

時
（
山
口
公
民
館
は
１１
時
）
か

ら
午
後
３
時
半
ま
で
。
保
険
料

の
納
付
や
免
除
等
の
相
談
（
無

料
）
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
は
西
宮
社
会
保
険
事

務
所
（
０
７
９
８
・
３
３
・
１

２
８
５
）
へ
。

【
日
程
・
会
場
】
８
月
２２
日

…
山
口
公
民
館
▽
８
月
２３
日
…

高
須
公
民
館
▽
８
月
２６
・
２９
日

…
段
上
公
民
館
▽
８
月
３０
・
３１

日
…
甲
東
公
民
館
▽
９
月
２
・

６
日
…
越
木
岩
公
民
館

走
る
県
民
教
室

１０
月
か
ら
１２
月
に
か
け
て
県

の
施
設
な
ど
を
見
学
す
る
地
域

団
体
に
、
バ
ス
借
上
げ
費
用
の

半
分
を
県
が
補
助
し
ま
す
。
対

象
は
阪
神
南
地
域
内（
尼
崎
市
、

西
宮
市
、
芦
屋
市
）
の
自
治
会

や
、
高
齢
者
・
青
少
年
な
ど
の

地
域
団
体
（
２０
人
以
上
）。

条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
阪
神

南
県
民
局
（
０
６
・
６
４
８
１
・

４
５
４
３
）
へ
問
合
せ
を
。

【
限
度
額
】
１
日
コ
ー
ス
…

５
万
円
▽
１
泊
２
日
コ
ー
ス
…

１０
万
円

【
申
込
期
間
】
８
月
２２
日
〜

９
月
２
日

◆
そ
の
他

母
子
家
庭
の
母
等
を
対
象
に

パ
ソ
コ
ン
技
能
習
得

支
援
金
を
給
付

市
は
、
母
子
家
庭
の
母
、
母

子
家
庭
を
経
験
し
た
寡
婦
で
、

就
労
の
た
め
に
パ
ソ
コ
ン
技
能

の
習
得
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人
を
対
象

に
、
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

【
給
付
額
】
１
万
円
（
受
講

費
用
の
範
囲
内
）

【
定
員
】
１０
人

【
申
込
】
８
月
１７
日
〜
１９
日

の
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
に
西

宮
市
婦
人
共
励
会
（
０
７
９

８
・
３
４
・
３
３
６
２
）
へ
。

多
数
の
場
合
抽
選

�
セ
ミ
ナ
ー
「
新
潟
中
越
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
奮
闘
記
」

８
月

２８
日
午
前
１０
時
か
ら
西
宮
市
大

学
交
流
セ
ン
タ
ー
で
。
入
場
無

料
。
問
合
せ
は
日
本
災
害
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
０
７
８
・
２
３
１
・
９
０
１

１
）
へ

マックス・ベルジェイス
「かえるくん」シリーズより

（３） 平成１７年（２００５年）８月１０日

西宮市ホームページ／http://www.nishi.or.jp/


